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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　結束バンドが挿通される一対の枠部材と、

　一対の前記枠部材の側面同士を連結し、前記枠部材を重ね合わせ可能とするとともに、

前記結束バンドが挿通される一対のヒンジ部と、

　前記枠部材の前記ヒンジ部が設けられている一辺に隣接する２つの辺に両端部分がそれ

ぞれ固定され、前記両端部分に括れが形成されたバーと、

　を備える留め具。

【請求項２】

　前記枠部材の表面には、リブが形成されている、請求項１に記載の留め具。

【請求項３】

　一対の前記枠部材は、同一寸法とされている、請求項１又は２に記載の留め具。

【請求項４】

　前記バーには、前記ヒンジ部が設けられている一辺に向かって突出する突起が設けられ

ている、請求項１～３のいずれか１項に記載の留め具。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、結束バンドを固定する留め具に関する。

【背景技術】
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【 ０ ０ ０ ２ 】

　 荷 物 を 結 束 バ ン ド 等 で 結 束 す る 場 合 に 、 結 束 バ ン ド の 両 端 を 固 定 す る 留 め 具 が 用 い ら れ

る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 枠 部 に ヒ ン ジ を 介 し て 連 結 さ れ た バ ー に 結 束 バ ン ド を 係 止

し た 状 態 で バ ー を 枠 部 側 へ 倒 し 、 バ ー と 枠 部 で 結 束 バ ン ド を 挟 ん で 固 定 す る 止 め 具 が 開 示

さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ６ ３ ２ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ の 止 め 具 で は 、 枠 部 に 連 結 さ れ た バ ー に 結 束 バ ン ド を 係 止 す る た め 、 結 束 バ

ン ド を 強 く 引 っ 張 る と 、 ヒ ン ジ に 回 動 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 す な わ ち ヒ ン ジ を 捻 る 方 向 に

力 が 作 用 し 、 ヒ ン ジ の 強 度 が 劣 化 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 結 束 時 に ヒ ン ジ 部 に 捻 る 方 向 の 力 が 作 用 し な い 留 め 具 を 提

供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 留 め 具 は 、 結 束 バ ン ド が 挿 通 さ れ る 一 対 の 枠 部 材 と 、 一 対 の 前 記 枠 部

材 の 側 面 同 士 を 連 結 し 、 前 記 枠 部 材 を 重 ね 合 わ せ 可 能 と す る と と も に 、 前 記 結 束 バ ン ド が

挿 通 さ れ る 一 対 の ヒ ン ジ 部 と 、 前 記 枠 部 材 の 前 記 ヒ ン ジ 部 が 設 け ら れ て い る 一 辺 に 隣 接 す

る ２ つ の 辺 に 両 端 部 分 が そ れ ぞ れ 固 定 さ れ 、 前 記 両 端 部 分 に 括 れ が 形 成 さ れ た バ ー と 、 を

備 え る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 一 対 の 枠 部 材 内 及 び 一 対 の ヒ ン ジ 部 の 間 に 結 束 バ ン ド を 挿 通 し 、 枠

部 材 を 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 結 束 バ ン ド を 固 定 す る こ と が で き る 。 ヒ ン ジ 部 の 間 に 結 束

バ ン ド を 挿 通 す る た め 、 結 束 時 に 結 束 バ ン ド を 引 っ 張 っ た 場 合 で あ っ て も 、 ヒ ン ジ 部 に 捻

る 方 向 の 力 が 作 用 す る こ と が な い 。

　 ま た 、 枠 部 材 内 に バ ー が 設 け ら れ て い る た め 、 枠 部 材 に 結 束 バ ン ド を 挿 通 し た 際 に 、 バ

ー に 結 束 バ ン ド を 巻 き つ け る こ と に よ り 、 よ り 強 固 に 結 束 バ ン ド を 固 定 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 留 め 具 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 留 め 具 に お い て 、 前 記 枠 部 材 の 表 面 に は

、 リ ブ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 枠 部 材 の 表 面 に リ ブ が 形 成 さ れ て い る た め 、 枠 部 材 内 に 結 束 バ ン ド

を 挿 通 し て 枠 部 材 を 重 ね 合 わ せ た 際 に 、 結 束 バ ン ド が リ ブ に よ っ て 挟 持 さ れ る 。 し た が っ

て 、 リ ブ に よ り 結 束 バ ン ド の ず れ を 抑 制 す る こ と が で き 、 結 束 バ ン ド を よ り 強 固 に 固 定 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 留 め 具 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 留 め 具 に お い て 、 一 対 の 前 記 枠 部

材 は 、 同 一 寸 法 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 留 め 具 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 留 め 具 に お い て 、 前

記 バ ー に は 、 前 記 ヒ ン ジ 部 が 設 け ら れ て い る 一 辺 に 向 か っ て 突 出 す る 突 起 が 設 け ら れ て い

る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 バ ー に は さ ら に 突 起 が 設 け ら れ て い る た め 、 バ ー に 結 束 バ ン ド を 巻
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き つ け て 固 定 し た 際 に 、 結 束 バ ン ド が 枠 部 材 の 一 辺 と 突 起 と の 間 に 挟 持 さ れ る 。 し た が っ

て 、 突 起 に よ り 結 束 バ ン ド の ず れ を 抑 制 す る こ と が で き 、 結 束 バ ン ド を よ り 強 固 に 固 定 す

る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 結 束 時 に ヒ ン ジ 部 に 捻 る 方 向 の 力 が 作 用 し な い 留 め 具 を 提 供 す る こ と

が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 （ Ａ ） は 第 １ 実 施 形 態 の 留 め 具 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は そ の Ａ － Ａ 断 面 図

で あ る 。

【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 図 １ の 留 め 具 に 結 束 バ ン ド の 一 端 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ り

、 （ Ｂ ） は そ の 留 め 具 を 折 り 畳 ん で 結 束 バ ン ド の 他 端 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ

る 。

【 図 ３ 】 （ Ａ ） は 第 ２ 実 施 形 態 の 留 め 具 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は そ の Ｂ － Ｂ 断 面 図

で あ る 。

【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 図 ３ の 留 め 具 に 結 束 バ ン ド の 一 端 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ り

、 （ Ｂ ） は そ の 留 め 具 を 折 り 畳 ん で 結 束 バ ン ド の 他 端 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ

る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 第 １ 実 施 形 態 ）

　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 留 め 具 に つ い て 、 図 １ 、 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 の 留 め 具 １ ０ は 、 一 対 の 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ と 、 一 対 の

枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ を 連 結 す る 一 対 の ヒ ン ジ 部 １ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 一 対 の 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 後 述 す る 結 束 バ ン ド ５ ０ が 挿 通 さ れ る 挿 通 孔 １ ２

Ａ 、 １ ６ Ａ が 形 成 さ れ た 略 矩 形 状 の 同 一 寸 法 の 部 材 で あ り 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） 等 の

プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 。 ま た 、 枠 部 材 １ ６ の ヒ ン ジ 部 １ ４ が 設 け ら れ て い る 一 辺 に 隣 接 す

る ２ つ の 辺 の 側 面 に は 、 そ れ ぞ れ 把 手 １ ７ が 突 出 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ヒ ン ジ 部 １ ４ は 、 一 対 の 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ の 側 面 同 士 を 連 結 し て お り 、 一 対 の ヒ ン ジ 部

１ ４ の 間 に は 、 後 述 す る 結 束 バ ン ド ５ ０ が 挿 通 さ れ る 挿 通 孔 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た

、 ヒ ン ジ 部 １ ４ の 中 央 部 分 に は 、 窪 み １ ４ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ヒ ン ジ 部 １ ４ は 、 窪 み １ ４ Ａ 部 分 で 曲 げ 剛 性 が 低 く な っ て お り 、 窪 み １ ４ Ａ を 内 側 に し

て ヒ ン ジ 部 １ ４ を 折 り 曲 げ る こ と に よ り 、 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ が 重 ね 合 わ せ 可 能 と さ れ て い

る 。 な お 、 ヒ ン ジ 部 １ ４ は ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） 等 の プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 り 、 枠 部 材 １

２ 、 １ ６ と 一 体 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 次 に 、 留 め 具 １ ０ に よ る 結 束 バ ン ド ５ ０ の 固 定 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 結 束 バ ン ド ５ ０

は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） 等 の プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 紐 で あ り 、 段 ボ ー ル 箱 等 の 荷 物 を

結 束 す る 際 に 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 結 束 バ ン ド ５ ０ の 両 端 を 固 定 す る 場 合 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ま ず 、 結 束 バ ン ド ５

０ の 一 端 部 ５ ０ Ａ を 、 図 ２ （ Ａ ） に お け る 上 方 か ら 一 方 の 枠 部 材 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ Ａ に 挿

通 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ の 後 、 一 端 部 ５ ０ Ａ を 図 ２ （ Ａ ） に お け る 下 方 か ら 他 方 の 枠 部 材 １ ６ の 挿 通 孔 １ ６ Ａ
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に 挿 通 し 、 上 方 か ら ヒ ン ジ 部 １ ４ の 挿 通 孔 １ ８ へ 挿 入 す る 。 そ し て 、 再 び 下 方 か ら 枠 部 材

１ ２ の 挿 通 孔 １ ２ Ａ に 挿 通 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 留 め 具 １ ０ の 挿 通 孔 １ ２ Ａ 、 １ ６ Ａ 、 １ ８ に 結 束 バ ン ド ５ ０ の 一 端 部 ５ ０ Ａ を 挿 通 し た

後 、 ヒ ン ジ 部 １ ４ を 折 り 曲 げ て 矢 印 Ｅ 方 向 に 留 め 具 １ ０ を 折 り 畳 み 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ

う に 、 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ 同 士 を 重 ね 合 わ せ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 次 に 、 結 束 バ ン ド ５ ０ の 他 端 部 ５ ０ Ｂ を 、 図 ２ （ Ｂ ） に お け る 下 方 か ら 枠 部 材 １ ２ 、 １

６ の 挿 通 孔 １ ２ Ａ 、 １ ６ Ａ に そ れ ぞ れ 挿 通 し 、 そ の 後 、 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ の 間 を 通 し て 上

方 か ら 枠 部 材 １ ２ の 挿 通 孔 １ ２ Ａ に 挿 通 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 述 し た よ う に 留 め 具 １ ０ の 挿 通 孔 １ ２ Ａ 、 １ ６ Ａ 、 １ ８ に 結 束 バ ン ド ５ ０ の 一 端 部 ５

０ Ａ 及 び 他 端 部 ５ ０ Ｂ を そ れ ぞ れ 挿 通 す る と 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 端 部 ５ ０ Ａ 及

び 他 端 部 ５ ０ Ｂ が そ れ ぞ れ 枠 部 材 １ ６ に 巻 き 付 け ら れ 、 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ の 間 に 挟 持 さ れ

る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 そ の 状 態 で 、 一 端 部 ５ ０ Ａ 及 び 他 端 部 ５ ０ Ｂ を 引 っ 張 る と 、 結 束 バ ン ド ５ ０ が 図 示 し な

い 荷 物 に 巻 き 付 く と と も に 、 枠 部 材 １ ６ が 枠 部 材 １ ２ に 向 か っ て 引 っ 張 ら れ 、 結 束 バ ン ド

５ ０ の 両 端 が 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ で 押 圧 さ れ て 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 結 束 バ ン ド ５ ０ を 解 く 際 は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す ２ 個 の 把 手 １ ７ に 指 を 引 っ 掛 け て

枠 部 材 １ ６ を 枠 部 材 １ ２ か ら 離 間 す る 方 向 （ 図 ２ （ Ｂ ） に お け る 上 方 向 ） に 引 っ 張 る こ と

に よ り 、 簡 単 に 留 め 具 １ ０ か ら 結 束 バ ン ド ５ ０ を 外 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 留 め 具 １ ０ に よ れ ば 、 結 束 バ ン ド ５ ０ を 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ の 挿 通 孔

１ ２ Ａ 、 １ ６ Ａ 、 及 び ヒ ン ジ 部 １ ４ の 挿 通 孔 １ ８ に 挿 通 し 、 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ を 重 ね 合 わ

せ る こ と に よ り 、 結 束 バ ン ド ５ ０ の 両 端 を 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 し た が っ て 、 容 易 に 結 束 バ ン ド ５ ０ を 固 定 す る こ と が で き る と と も に 、 結 束 バ ン ド ５ ０

が 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ で 挟 持 さ れ て 押 圧 さ れ て い る た め 、 結 束 バ ン ド ５ ０ の 緩 み を 防 止 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 結 束 バ ン ド ５ ０ の 一 端 部 ５ ０ Ａ は 、 枠 部 材 １ ６ の ヒ ン ジ 部 １ ４ が 設 け ら れ て い る

一 辺 に 巻 き 付 け ら れ て ヒ ン ジ 部 １ ４ の 挿 通 孔 １ ８ に 挿 通 さ れ て お り 、 他 端 部 ５ ０ Ｂ は 、 枠

部 材 １ ６ の ヒ ン ジ 部 １ ４ が 設 け ら れ て い る 一 辺 に 対 向 す る 一 辺 に 巻 き 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 し た が っ て 、 図 ２ （ Ｂ ） に お け る 左 右 方 向 に 結 束 バ ン ド ５ ０ の 両 端 を 引 っ 張 っ た 場 合 に

、 ヒ ン ジ 部 １ ４ が 折 り 曲 が る 方 向 に 交 差 す る 方 向 、 す な わ ち ヒ ン ジ 部 １ ４ を 捻 る 方 向 （ 図

２ （ Ｂ ） に お け る 手 前 方 向 及 び 奥 方 向 ） の 力 が ヒ ン ジ 部 １ ４ に 作 用 し な い 。 そ の た め 、 ヒ

ン ジ 部 １ ４ を 捻 る こ と に よ る ヒ ン ジ 部 １ ４ の 強 度 の 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 挿 通 孔 １ ２ Ａ 、 １ ６ Ａ 、 １ ８ に 挿 通 す る こ と の で き る 太 さ 、 形 状 の 結 束 バ ン ド ５

０ で あ れ ば 、 様 々 な 種 類 、 材 質 の 結 束 バ ン ド ５ ０ を 留 め 具 １ ０ に よ っ て 固 定 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 な お 、 ヒ ン ジ 部 １ ４ の 中 央 部 分 に 窪 み １ ４ Ａ が 設 け ら れ て い る た め 、 ヒ ン ジ 部 １ ４ を 中

央 で 折 り 曲 げ る こ と が で き 、 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ を ず れ る こ と な く 重 ね 合 わ せ る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 枠 部 材 １ ６ の 把 手 １ ７ を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 簡 単 に 留 め 具 １ ０ か ら 結 束 バ ン ド
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５ ０ を 外 す こ と が で き る た め 、 結 束 バ ン ド ５ ０ を 何 度 で も 再 利 用 す る こ と が で き る 。 な お

、 枠 部 材 を 図 ２ （ Ｂ ） に お け る 上 方 向 に 引 っ 張 る こ と が で き る の で あ れ ば 、 把 手 １ ７ は ど

の よ う な 形 状 で あ っ て も よ く 、 ど の 位 置 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 留 め 具 １ ０ が 結 束 バ ン ド ５ ０ と 同 じ ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） 等 の プ ラ ス チ ッ ク か

ら 成 る た め 、 廃 棄 す る 際 に 結 束 バ ン ド ５ ０ と 留 め 具 １ ０ と を 分 別 す る 必 要 が な く 、 取 り 扱

い が 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

（ 第 ２ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 留 め 具 に つ い て 、 図 ３ 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 の 留 め 具 ２ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 留 め 具 １ ０ と 同 様 に

一 対 の 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ と 、 一 対 の 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ を 連 結 す る 一 対 の ヒ ン ジ 部 ２ ４ と か

ら 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 一 対 の 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ は 略 矩 形 状 の 同 一 寸 法 の 部 材 で あ り 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ）

等 の プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 。 ま た 、 一 方 の 枠 部 材 ２ ２ に は 、 結 束 バ ン ド ５ ０ が 挿 通 さ れ る

挿 通 孔 ２ ２ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 一 方 、 他 方 の 枠 部 材 ２ ６ に は 、 ヒ ン ジ 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 一 辺 に 隣 接 す る ２ つ の 辺

を 繋 ぐ よ う に バ ー ３ ０ が 設 け ら れ て お り 、 バ ー ３ ０ に よ っ て 区 切 ら れ た ２ つ の 挿 通 孔 ２ ６

Ａ 、 ２ ６ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 バ ー ３ ０ の 中 央 部 分 に は 、 枠 部 材 ２ ６ の ヒ ン ジ 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 一 辺 に 向

か っ て 突 出 す る 突 起 ３ ０ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 枠 部 材 ２ ６ の ２ つ の 辺 に 接 し て い る

バ ー ３ ０ の 両 端 部 分 に は 、 括 れ ３ ０ Ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 括 れ ３ ０ Ｂ 部 分 で バ ー ３ ０ の 剛

性 が 低 く な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 バ ー ３ ０ と 並 列 し て い る 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ の ４ 辺 に は 、 そ れ ぞ れ 表 面 及 び 裏 面 に

リ ブ ３ ２ が 突 出 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ヒ ン ジ 部 ２ ４ は 、 第 １ 実 施 形 態 の ヒ ン ジ 部 １ ４ と 同 様 に 、 一 対 の 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ の 側

面 同 士 を 連 結 し て お り 、 一 対 の ヒ ン ジ 部 ２ ４ の 間 に は 、 結 束 バ ン ド ５ ０ が 挿 通 さ れ る 挿 通

孔 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 ヒ ン ジ 部 ２ ４ の 中 央 部 分 に は 窪 み ２ ４ Ａ が 形 成 さ れ て お り 、 窪 み ２ ４ Ａ を 内 側 に

し て ヒ ン ジ 部 ２ ４ を 折 り 曲 げ る こ と に よ っ て 、 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ が 重 ね 合 わ せ 可 能 と さ れ

て い る 。 な お 、 ヒ ン ジ 部 ２ ４ は ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） 等 の プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 り 、 枠 部

材 ２ ２ 、 ２ ６ と 一 体 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 次 に 、 留 め 具 ２ ０ に よ る 結 束 バ ン ド ５ ０ の 固 定 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 結 束 バ ン ド ５ ０ の 両 端 を 固 定 す る 場 合 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ま ず 、 結 束 バ ン ド ５

０ の 一 端 部 ５ ０ Ａ を 、 図 ４ （ Ａ ） に お け る 上 方 か ら 一 方 の 枠 部 材 ２ ２ の 挿 通 孔 ２ ２ Ａ に 挿

通 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 そ の 後 、 一 端 部 ５ ０ Ａ を 図 ４ （ Ａ ） に お け る 下 方 か ら 他 方 の 枠 部 材 ２ ６ の 挿 通 孔 ２ ６ Ｂ

に 挿 通 し 、 上 方 か ら 枠 部 材 ２ ６ の 挿 通 孔 ２ ６ Ａ に 挿 通 す る 。 そ し て 、 下 方 か ら ヒ ン ジ 部 ２

４ の 挿 通 孔 ２ ８ へ 挿 入 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 留 め 具 ２ ０ の 挿 通 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ６ Ａ 、 ２ ６ Ｂ 、 ２ ８ に 結 束 バ ン ド ５ ０ の 一 端 部 ５ ０ Ａ を

挿 通 し た 後 、 ヒ ン ジ 部 ２ ４ を 折 り 曲 げ て 矢 印 Ｆ 方 向 に 留 め 具 ２ ０ を 折 り 畳 み 、 図 ４ （ Ｂ ）

に 示 す よ う に 、 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ 同 士 を 重 ね 合 わ せ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 に 、 結 束 バ ン ド ５ ０ の 他 端 部 ５ ０ Ｂ を 、 図 ４ （ Ｂ ） に お け る 下 方 か ら 枠 部 材 ２ ２ 、 ２

６ の 挿 通 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ６ Ｂ に そ れ ぞ れ 挿 通 し 、 そ の 後 、 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ の 間 を 通 し て 上

方 か ら 枠 部 材 ２ ２ の 挿 通 孔 ２ ２ Ａ に 挿 通 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 上 述 し た よ う に 留 め 具 ２ ０ の 挿 通 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ６ Ａ 、 ２ ６ Ｂ 、 ２ ８ に 結 束 バ ン ド ５ ０ の

一 端 部 ５ ０ Ａ 及 び 他 端 部 ５ ０ Ｂ を そ れ ぞ れ 挿 通 す る と 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 端 部

５ ０ Ａ が バ ー ３ ０ に 、 他 端 部 ５ ０ Ｂ が 枠 部 材 ２ ６ の 一 辺 に そ れ ぞ れ 巻 き 付 け ら れ る 。 ま た

、 一 端 部 ５ ０ Ａ 及 び 他 端 部 ５ ０ Ｂ は 、 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ の 間 に 挟 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 そ の 状 態 で 、 一 端 部 ５ ０ Ａ 及 び 他 端 部 ５ ０ Ｂ を 引 っ 張 る と 、 結 束 バ ン ド ５ ０ が 図 示 し な

い 荷 物 に 巻 き 付 く と と も に 、 枠 部 材 ２ ６ が 枠 部 材 ２ ２ に 向 か っ て 引 っ 張 ら れ 、 結 束 バ ン ド

５ ０ の 両 端 が 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ で 押 圧 さ れ て 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 バ ー ３ ０ が 図 ４ （ Ｂ ） に お け る 左 方 向 に 、 す な わ ち 枠 部 材 ２ ６ の ヒ ン ジ 部 ２ ４ が

設 け ら れ て い る 一 辺 に 向 か っ て 引 っ 張 ら れ る 。 こ の と き 、 バ ー ３ ０ は 括 れ ３ ０ Ｂ 部 分 で 剛

性 が 低 く な っ て い る た め 、 ヒ ン ジ 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 一 辺 に 向 か っ て 撓 み 、 バ ー ３ ０

の 突 起 ３ ０ Ａ と 枠 部 材 ２ ６ の 一 辺 と の 間 に 結 束 バ ン ド ５ ０ の 一 端 部 ５ ０ Ａ が 挟 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 留 め 具 ２ ０ に よ れ ば 、 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ の 表 面 及 び 裏 面 に リ ブ ３ ２

が 突 出 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ の リ ブ ３ ２ 同 士 の 間 に 結 束 バ ン ド

５ ０ を 挟 持 し て 固 定 す る こ と が で き る た め 、 第 １ 実 施 形 態 の 留 め 具 １ ０ と 比 べ て 、 結 束 バ

ン ド ５ ０ を よ り 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 バ ー ３ ０ の 突 起 ３ ０ Ａ と 枠 部 材 ２ ６ の 一 辺 と の 間 に 結 束 バ ン ド ５ ０ の 一 端 部 ５ ０

Ａ を 挟 持 し て 固 定 す る こ と が で き る た め 、 第 １ 実 施 形 態 の 留 め 具 １ ０ と 比 べ て 、 結 束 バ ン

ド ５ ０ を よ り 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 結 束 バ ン ド ５ ０ の 一 端 部 ５ ０ Ａ は 、 バ ー ３ ０ に 巻 き 付 け ら れ て ヒ ン ジ 部 ２ ４ の 挿

通 孔 ２ ８ に 挿 通 さ れ て お り 、 他 端 部 ５ ０ Ｂ は 、 枠 部 材 ２ ６ の ヒ ン ジ 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い

る 一 辺 に 対 向 す る 一 辺 に 巻 き 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 し た が っ て 、 図 ４ （ Ｂ ） に お け る 左 右 方 向 に 結 束 バ ン ド ５ ０ の 両 端 を 引 っ 張 っ た 場 合 に

、 ヒ ン ジ 部 ２ ４ が 折 り 曲 が る 方 向 に 交 差 す る 方 向 、 す な わ ち ヒ ン ジ 部 ２ ４ を 捻 る 方 向 （ 図

４ （ Ｂ ） に お け る 手 前 方 向 及 び 奥 方 向 ） の 力 が ヒ ン ジ 部 ２ ４ に 作 用 し な い 。 そ の た め 、 ヒ

ン ジ 部 ２ ４ を 捻 る こ と に よ る ヒ ン ジ 部 ２ ４ の 強 度 の 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 な お 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 結 束 バ ン ド ５ ０ の 一 端 部 ５ ０ Ａ の み が 留 め 具 ２ ０ の 挿

通 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ６ Ａ 、 ２ ６ Ｂ 、 ２ ８ に 挿 通 さ れ た 状 態 で あ っ て も 、 結 束 バ ン ド ５ ０ を ４ 箇

所 の 挿 通 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ６ Ａ 、 ２ ６ Ｂ 、 ２ ８ に そ れ ぞ れ 挿 通 し て い る た め 、 結 束 バ ン ド ５ ０

か ら 留 め 具 ２ ０ が 抜 け 落 ち る 虞 が な い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

（ 他 の 実 施 形 態 ）

　 な お 、 本 発 明 に つ い て 実 施 形 態 の 数 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は か か る 実 施 形 態 に 限 定 さ

れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 範 囲 内 に て 他 の 種 々 の 実 施 形 態 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 例 え ば 、 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 留 め 具 １ ０ 、 ２ ０ の 枠 部 材 １ ２ 、 １ ６ 、 ２
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２ 、 ２ ６ は 略 矩 形 状 で あ っ た が 、 一 方 の 枠 部 材 １ ２ ， ２ ２ と 他 方 の 枠 部 材 １ ６ 、 ２ ６ が 略

同 一 寸 法 で あ れ ば 、 円 形 や 楕 円 形 で あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ま た 、 上 述 し た 結 束 バ ン ド ５ ０ の 固 定 方 法 に お い て 、 結 束 バ ン ド ５ ０ の 他 端 部 ５ ０ Ｂ を

枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ の 間 を 通 し て 上 方 か ら 枠 部 材 ２ ２ の 挿 通 孔 ２ ２ Ａ に 挿 通 し て 引 っ 張 っ た

後 、 再 び 下 方 か ら 挿 通 孔 ２ ２ Ａ に 挿 通 し て 他 端 部 ５ ０ Ｂ の 先 端 の み を 枠 部 材 ２ ２ 、 ２ ６ の

間 か ら 出 し た 状 態 に し て お い て も よ い 。 そ う し て お く こ と で 、 荷 物 の 結 束 を 解 く 際 に 他 端

部 ５ ０ Ｂ の 先 端 を 引 っ 張 る だ け で 、 簡 単 に 留 め 具 ２ ０ か ら 結 束 バ ン ド ５ ０ を 外 す こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 バ ー ３ ０ は 一 端 が ヒ ン ジ に よ っ て 枠 部 材 ２ ６ の 一 辺 に 連

結 さ れ 、 他 端 が 枠 部 材 ２ ６ の 他 辺 に 着 脱 可 能 に 係 合 さ れ て い て も よ い 。 そ う す る こ と で 、

バ ー ３ ０ に 結 束 バ ン ド ５ ０ を 巻 き 付 け る こ と が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ま た 、 ヒ ン ジ 部 １ ４ 、 ２ ４ を 中 央 部 分 で 折 り 曲 げ る こ と が で き る の で あ れ ば 、 ヒ ン ジ 部

１ ４ 、 ２ ４ に 窪 み １ ４ Ａ 、 ２ ４ Ａ が 設 け ら れ て い な く て も よ い 。 な お 、 第 １ 実 施 形 態 、 第

２ 実 施 形 態 は 適 宜 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ３ 】

１ ０ 、 ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 留 め 具

１ ２ 、 １ ６ 、 ２ ２ 、 ２ ６ 　 　 　 　 　 　 枠 部 材

１ ４ 、 ２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ ン ジ 部

３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 バ ー

３ ０ Ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 突 起

３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ ブ

５ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 束 バ ン ド
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